文化財防災設備現況調査等委託業務(R06) 仕様書

Ⅰ.概要
1.委託業務名
文化財防災設備現況調査等委託業務（R06）
2.業務目的
文化財防災対策の強化充実を目的として、奈良県内の国、県指定文化財建造物にかかる防災設備について防災設備調査書を作成するほか、必要に応じて文化財所有者に対して改修計画支援（概算設計書の作成）を実施する。
3.履行期限

令和7年3月14日

4.業務概要
本業務の内容は以下のとおりとする。
(1) 防災設備調査書作成
(2) 改修計画支援（概算設計書の作成）
Ⅱ.仕様
1.一般事項
(1) 本業務は奈良県契約規則により遂行する。
(2) 本業務は「国宝・重要文化財（建造物）の防火対策ガイドライン」に準拠して遂行する。

(3) 打合せは業務着手時のほか、概ね月1回程度行うこととし、その時点での成果物を提出する。
(4) 文化財所有者との連絡調整は原則として受注者が行う。
(5) 調査に当たっては細心の注意を持って履行し、文化財建造物や防災設備が毀損する恐れがある場合は養生を行い実施する。
(6) この仕様書は概要を示すものであり、業務執行に際して、本書に明記のない事項及び疑問を生じた場合は、すべて担当係員の指示に従って誠実に業務を遂行する。

(7) 比較的軽微な仕様変更に伴い、対象数量及び手間の増が生じた場合でも、契約金額は変更しない。
(8) 管理技術者は、国宝・重要文化財等の指定文化財建造物について防災施設の設計業務を行った実績を有すること。
(9) 本業務で生じたデータ及び成果品に対する著作権（著作権法（昭和４５年法律第４８号）第２７条及び第２８条に規定する権利を含む）の全部を無償で譲渡するものとする。また、同法第１８条、第１９条及び第２０条に定める権利を行使してはならない。
2.業務対象
　奈良県内に所在する国指定文化財建造物および県指定文化財建造物のうち、別紙調査対象リストのとおり10件を対象とする。
3.業務内容

(1)防災設備調査書作成
既存防災設備の設置状況と破損状況を現地にて確認し、所有者へのヒアリング（防災設備の管理状況、破損状況、修理要望）も踏まえて防災設備調査書を作成する（別添、作成要領参照）。写真については、自動火災報知設備の受信機、総合盤、感知器等の設備の設置状況、破損状況等が明確に分かるように撮影し、警戒区域一覧、設備の型式等の撮影も行う。
なお、現地調査時に記録撮影した写真データは、1枚毎に次のとおりデータ名を変更して整理する。
写真データ名「●●●-□-○○○-△」
　　●●●＝別添調査対象リスト記載の所有者番号

□＝設備記号…a自動火災報知設備/b消火設備/c避雷設備/d防犯設備/eその他

○○○＝別添調査対象リスト記載の建物番号
写真の内容により1つの建物番号に特定できない場合はすべて0とする（複数の建物にかかる設備状況、近接建物にかかる設備状況等）

△＝枝番号

(2)改修計画支援（概算設計書の作成）
現況調査の結果を踏まえ、近時に防災設備改修が必要な3件を抽出し、発注者と協議の上決定する。抽出した3件について、概算設計書（見積書、工事仕様書、図面を含む）を作成する。
4.納品物

納品物の内容は下記のとおりとし、共通のファイル（1部）に綴じる。納品場所は奈良県地域創造部 文化財課とする。
・事業報告書
（A4版簡易製本）
　　1．業務概要

　　2．作業日誌

　　3．作業写真
・調査対象リスト※
　　　　 　※様式は問わない。防災設備調査書作成及び改修計画支援の対象が一覧できるもの
・防災設備調査書（A4版簡易製本及び記録メディア焼付データ）
・写真データ（記録メディア焼付データ）
・概算設計書（A4版簡易製本）
　　1．見積書※
　　2. 工事仕様書（予定工期記載）※
　　3．図面※　　　　　　　　　　　　　　
※様式は問わない。

